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19 世紀から 20 世紀にいたるフランス社会運動の思想的系譜を、

サンディカリスムを軸に明らかにする。

産業社会の到来により職人組合から労働組合へと変質する「労働

の世界」の実相を、急激な社会変革に直面する今、改めて問う。
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はじめに
序章　労働社会における「近代化」
第１章　失われゆく世界―職人共同体の解体をめぐって
第２章　コルボンと『パリ民衆の秘密』―二月革命期のアソシアシオニスム
第３章　第二帝政下の労働運動―第一インターと労働者主義の形成
第４章　プルードン主義とサンディカリスム
第５章　アルマニスムとサンディカリスム―パリ・コミューン以後の連合主義
第６章　サンディカリスムにおける革命理念
第７章　サンディカリスムの思想的岐路―未来社会の萌芽
第８章　フランス人民戦線の「夢」と「祭」―ヴァカンスと工場占拠闘争
第９章　シモーヌ・ヴェイユとサンディカリスム
初版「あとがき」

補論（書評と論争）
①　喜安朗「谷川稔著『フランス社会運動史』をめぐって」（『西洋史学』第 131号）
②　19世紀パリ民衆の生活圏と職能的心性―書評に答えて（『西洋史学』第 132号）
③　相良匡俊著『社会運動の人びと̶転換期パリに生きる』（山川出版社 2015）
　　をめぐって（『史学雑誌』第 124編第 11号）　　

著
（京都大学名誉教授）


